
番号 都道府県名 作成主体名
（地方公共団体名）

特区の名称
特区の区域

の範囲
特区計画の概要 特例措置の番号 特例措置の内容

1 山梨県 山梨県
富士の国やまな
し通訳ガイド特区

山梨県の全域

　世界遺産の富士山等の観光資源に恵まれた本県は、平
成２６年外国人宿泊者数が９４８千人と過去最高、対前年
伸び率で全国１位を記録した。
　こうした中、通訳ガイドの需要にタイムリーに対応するた
め、地域の通訳案内ができる地域限定特例通訳案内士を
養成する。

1229
地域限定特例通訳案内士

育成等事業

2 岐阜県

高山市
飛驒市
下呂市
白川村

飛騨地域国際観
光振興特区

高山市、飛驒市及び
下呂市並びに岐阜県
大野郡白川村の全域

　多くの外国人観光客が訪れる当地域において、来訪外国
人に当地域の歴史や文化財の素晴らしさを伝えるほか、多
様な地場産品、豊かな自然等を幅広く紹介し、広範で魅力
的な回遊ルートを提案・案内することができる通訳ガイドを
育成・確保及び活用することは、外国人観光客の誘客や滞
在時間の延長、再来訪などにも繋がるものであり、当地域
経済の活性化に大いに寄与するものである。
　こうしたことから、通訳案内士の特例として、飛騨地域全
域で活動できる飛騨地域国際観光振興特区通訳案内士制
度を創設し、その育成・確保、活用を図る。

1229
地域限定特例通訳案内士

育成等事業

3 京都府 京都市
京都市認定通訳

ガイド特区
京都市の全域

　外国人観光客の満足度向上と観光消費額の増加を目指
し、伝統産業や伝統文化をはじめとする奥深い京都観光の
専門分野の知識を身につけ、外国語で京都の奥深い魅力
を伝えられる京都市認定通訳ガイドの育成・確保を図る。あ
わせて、旅行会社等へ京都市認定通訳ガイドを紹介する仕
組みを構築し、京都市認定通訳ガイドの活躍の場を充実さ
せる。

1229
地域限定特例通訳案内士

育成等事業

4 大阪府 阪南市
阪南市児童発達
支援センター安心

安全給食特区
阪南市の全域

　指定管理者制度で運営している障がい児通園施設は、地
域の拠点として、子どもたち一人ひとりの発達の特性に応
じた集団及び個別療育を展開している。平成２８年４月から
施設の有する専門機能を活かし、地域の障がい児やその
家族への相談、障がい児を預かる施設への援助・助言を行
うなど、地域の中核的な療育施設として児童発達支援セン
ター化を予定している。現在行っている週2回の給食の外部
搬入方式を継続、拡充することで、アレルギー対応等、より
食事内容の充実を図り、食育を推進する。

939
児童発達支援センターにお
ける給食の外部搬入方式

の容認事業

5 兵庫県 神戸市
神戸市 人と自然
との共生ゾーン特

区

神戸市の区域の一部
（北区及び西区の市

街化調整区域）

　本市の西北部には、市域の約３分の１を占める農業地域
があり、多彩な農産物の生産を通じて市民生活を支えてき
た。しかしながら、昨今の農産物価格の低迷や生産費の高
騰により農業所得が減少している。
　本市では、農村の活性化を図るため、農村地域への移
住・定住の推進や農家レストラン等の起業促進に取り組ん
でいる。特定農業者による特定酒類の製造事業に対する
特例措置により、地域の農産物の付加価値を高めるととも
に、都市と農村の交流を一層促進することで、地域経済全
体の活性化を図る。

707(708)
特定農業者による特定酒類

の製造事業

6 兵庫県 加東市
加東市はぐくみ給

食特区
加東市の全域

　加東市では、合併以来公共施設の適正配置が課題となっ
ており、公共施設適正化に関する計画を策定し、その解決
に取り組んでいる。平成28年4月の公立保育所の公立幼保
連携型認定こども園への移行と、平成31年度の現公立保
育所・現公立幼稚園の統合(新設：公立幼保連携型認定こ
ども園）を控え、特例措置を活用し、社こども園(仮称)で一
元調理した給食を米田こども園(仮称)に搬入することによ
り、調理設備等の集約と作業の効率化による経費削減を図
るとともに、調理員間の連携を深め、食材の選択、給食メ
ニューの研究、研修会への参加による調理員のスキルアッ
プと園児の食育の充実を図る。

2001
公立幼保連携型認定こども
園における給食の外部搬入

方式の容認事業

7
鳥取県
島根県

鳥取県
島根県

山陰地域限定特
例通訳案内士養

成特区

鳥取県及び島根県の
全域

　近年、相次ぐ大型クルーズ客船の寄港、連続チャーター
便の就航などにより鳥取県・島根県を訪れる外国人観光客
が大きく増加していることから、東アジア市場（中国、香港、
台湾）の重要性が高まってきている。
　一方で、鳥取・島根両県の通訳案内士は不足しており、
最大の市場である韓国、台湾、重点市場である中国、香港
への対応が十分にできていない状況である。
　このため、鳥取県・島根県が合同で行う特区内の特性に
応じた英語、中国語、韓国語の通訳案内に関する研修を修
了し、鳥取県知事の登録を受けた通訳案内士の育成及び
活用を図る。

1229
地域限定特例通訳案内士

育成等事業
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番号 都道府県名 作成主体名
（地方公共団体名）

特区の名称
特区の区域

の範囲
特区計画の概要 特例措置の番号 特例措置の内容

8 広島県 庄原市
しょうばら どぶろ

く特区
庄原市の全域

　庄原市は上質な農畜産物の一大生産地であり、加えて観
光資源も豊富で、縦横に高速道路が整備され自家用車に
よるアクセスも良いが、市域の日帰り圏が拡大し、経済効
果の大きい宿泊客の獲得には至っていない。
　そこで「食材の宝庫」ならでは特産品の開発、農村資源を
活かした農家民泊による観光宿泊客の誘致など、観光と農
林業・商工業の有機的連携を踏まえた地域振興策を推進
する必要がある。
　特例措置を活用した「どぶろく」製造により、地域資源活
用と観光施策を一体的・戦略的に進め、本市の魅力を活か
した地域振興策を展開する。

707(708)
特定農業者による特定酒類

の製造事業

9 高知県 土佐町
土佐町果実酒特

区
高知県土佐郡土佐町

の全域

　本町には年間10万人の観光客が訪れるが、宿泊者は3千
人と少なく、観光資源が乏しい本町では安心でおいしい食
材を使ったおもてなしなどで長時間滞在してもらう工夫が必
要である。その中、歴史のあるブドウ栽培農家が近年、化
学農薬と化学肥料を使わないブドウを栽培し、そのブドウを
利用した自家醸造施設の整備を予定している。特例措置を
活用した果実酒の製造は、食の満足度向上や観光面にお
ける魅力あるコンテンツとなるため、小規模施設での酒類
の製造、提供のチャレンジを通じ、やる気のある事業者を
支援し、地域活性化を図る。

707(708)
特定農業者による特定酒類

の製造事業



富士の国やまなし通訳ガイド特区 

都道府県名： 山梨県 

申請主体名： 山梨県 

区域の範囲： 山梨県の全域 

特区の概要： 世界遺産の富士山等の観光資源に恵まれた本県は、平成２

６年外国人宿泊者数が９４８千人と過去最高、対前年伸び率

で全国１位を記録した。 

 こうした中、通訳ガイドの需要にタイムリーに対応するた

め、地域の通訳案内ができる地域限定特例通訳案内士を養成

する。 

適用される規制

の特例措置： 

地域限定特例通訳案内士育成等事業 

外国人観光客でにぎわう富士山五合目 多くの外国人観光客が乗降する 

富士河口湖駅 



飛騨地域国際観光振興特区 

都道府県名： 岐阜県 

申請主体名： 高山市、飛驒市、下

呂市、白川村 

区域の範囲： 高山市、飛驒市及び

下呂市並びに岐阜

県大野郡白川村の

全域 

特区の概要：  多くの外国人観光客が訪れる当地域において、来訪外国人

に当地域の歴史や文化財の素晴らしさを伝えるほか、多様な

地場産品、豊かな自然等を幅広く紹介し、広範で魅力的な回

遊ルートを提案・案内することができる通訳ガイドを育成・

確保及び活用することは、外国人観光客の誘客や滞在時間の

延長、再来訪などにも繋がるものであり、当地域経済の活性

化に大いに寄与するものである。 

 こうしたことから、通訳案内士の特例として、飛騨地域全

域で活動できる飛騨地域国際観光振興特区通訳案内士制度

を創設し、その育成・確保、活用を図る。 

適用される規制

の特例措置： 

地域限定特例通訳案内士育成等事業 

古い町並（高山市） 世界遺産白川郷（白川村） 



京都市認定通訳ガイド特区 

都道府県名： 京都府 

申請主体名： 京都市 

区域の範囲： 京都市の全域 

特区の概要：  外国人観光客の満足度向上と観光消費額の増加を目指し、

伝統産業や伝統文化をはじめとする奥深い京都観光の専門

分野の知識を身につけ、外国語で京都の奥深い魅力を伝えら

れる京都市認定通訳ガイドの育成・確保を図る。あわせて、

旅行会社等へ京都市認定通訳ガイドを紹介する仕組みを構

築し、京都市認定通訳ガイドの活躍の場を充実させる。 

適用される規制

の特例措置： 

地域限定特例通訳案内士育成等事業 

京都の花街「祇園」での 

ウォーキングツアー案内風景 

大学生のボランティアガイド 

による案内風景 



阪南市児童発達支援センター安心安全給食特区 

都道府県名： 大阪府 

申請主体名： 阪南市 

区域の範囲： 阪南市の全域 

特区の概要：  指定管理者制度で運営している障がい児通園施設は、地域

の拠点として、子どもたち一人ひとりの発達の特性に応じた

集団及び個別療育を展開している。平成２８年４月から施設

の有する専門機能を活かし、地域の障がい児やその家族への

相談、障がい児を預かる施設への援助・助言を行うなど、地

域の中核的な療育施設として児童発達支援センター化を予

定している。現在行っている週 2回の給食の外部搬入方式を

継続、拡充することで、アレルギー対応等、より食事内容の

充実を図り、食育を推進する。 

適用される規制

の特例措置： 

児童発達支援センターにおける給食の外部搬入方式の容認

事業 

たんぽぽ園の外観 
施設における食育の一場面 

（カレー作り） 



神戸市 人と自然との共生ゾーン特区 

都道府県名： 兵庫県 

申請主体名： 神戸市 

区域の範囲： 神戸市の区域の一部

（北区及び西区の市

街化調整区域） 

特区の概要：  本市の西北部には、市域の約３分の１を占める農業地域が

あり、多彩な農産物の生産を通じて市民生活を支えてきた。

しかしながら、昨今の農産物価格の低迷や生産費の高騰によ

り農業所得が減少している。 

本市では、農村の活性化を図るため、農村地域への移住・

定住の推進や農家レストラン等の起業促進に取り組んでい

る。特定農業者による特定酒類の製造事業に対する特例措置

により、地域の農産物の付加価値を高めるとともに、都市と

農村の交流を一層促進することで、地域経済全体の活性化を

図る。 

適用される規制

の特例措置： 

特定農業者による特定酒類の製造事業 

神戸の農村風景（北区） 神戸の農村風景（西区） 



加東市はぐくみ給食特区 

都道府県名： 兵庫県 

申請主体名： 加東市 

区域の範囲： 加東市の全域 

特区の概要：  加東市では、合併以来公共施設の適正配置が課題となって

おり、公共施設適正化に関する計画を策定し、その解決に取

り組んでいる。平成 28 年 4 月の公立保育所の公立幼保連携

型認定こども園への移行と、平成 31年度の現公立保育所・現

公立幼稚園の統合(新設：公立幼保連携型認定こども園）を控

え、特例措置を活用し、社こども園(仮称)で一元調理した給

食を米田こども園(仮称)に搬入することにより、調理設備等

の集約と作業の効率化による経費削減を図るとともに、調理

員間の連携を深め、食材の選択、給食メニューの研究、研修

会への参加による調理員のスキルアップと園児の食育の充

実を図る。 

適用される規制

の特例措置： 

公立幼保連携型認定こども園における給食の外部搬入方式

の容認事業 

給食風景 調理風景 



山陰地域限定特例通訳案内士養成特区 

都道府県名： 鳥取県、島根県 

申請主体名： 鳥取県、島根県 

区域の範囲： 鳥取県及び島根県の

全域 

特区の概要：  近年、相次ぐ大型クルーズ客船の寄港、連続チャーター便の

就航などにより鳥取県・島根県を訪れる外国人観光客が大きく

増加していることから、東アジア市場（中国、香港、台湾）の

重要性が高まってきている。 

 一方で、鳥取・島根両県の通訳案内士は不足しており、最大

の市場である韓国、台湾、重点市場である中国、香港への対応

が十分にできていない状況である。 

 このため、鳥取県・島根県が合同で行う特区内の特性に応じ

た英語、中国語、韓国語の通訳案内に関する研修を修了し、鳥

取県知事の登録を受けた通訳案内士の育成及び活用を図る。 

適用される規制の

特例措置： 

地域限定特例通訳案内士育成等事業 

クルーズ船寄港時の歓迎の様子 クルーズ船乗船客への案内の様子 



しょうばら どぶろく特区 

都道府県名： 広島県 

申請主体名： 庄原市 

区域の範囲： 庄原市の全域 

特区の概要：  庄原市は上質な農畜産物の一大生産地であり、加えて観光

資源も豊富で、縦横に高速道路が整備され自家用車によるア

クセスも良いが、市域の日帰り圏が拡大し、経済効果の大き

い宿泊客の獲得には至っていない。 

 そこで「食材の宝庫」ならでは特産品の開発、農村資源を

活かした農家民泊による観光宿泊客の誘致など、観光と農林

業・商工業の有機的連携を踏まえた地域振興策を推進する必

要がある。 

 特例措置を活用した「どぶろく」製造により、地域資源活

用と観光施策を一体的・戦略的に進め、本市の魅力を活かし

た地域振興策を展開する。 

適用される規制

の特例措置： 

特定農業者による特定酒類の製造事業 

国重要無形民俗文化財の 

塩原大仙供養田植 

四季折々の花が彩る 

国営備北丘陵公園 



土佐町果実酒特区 

都道府県名： 高知県 

申請主体名： 土佐町 

区域の範囲： 高知県土佐郡土佐

町の全域 

特区の概要：  本町には年間 10 万人の観光客が訪れるが、宿泊者は 3 千

人と少なく、観光資源が乏しい本町では安心でおいしい食材

を使ったおもてなしなどで長時間滞在してもらう工夫が必

要である。その中、歴史のあるブドウ栽培農家が近年、化学

農薬と化学肥料を使わないブドウを栽培し、そのブドウを利

用した自家醸造施設の整備を予定している。特例措置を活用

した果実酒の製造は、食の満足度向上や観光面における魅力

あるコンテンツとなるため、小規模施設での酒類の製造、提

供のチャレンジを通じ、やる気のある事業者を支援し、地域

活性化を図る。 

適用される規制

の特例措置： 

特定農業者による特定酒類の製造事業 

清らかで豊富な水の恩恵を受けて 

育った葡萄 

四国の水瓶、早明浦ダムを有する 

水源のまち 
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